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吸着剤には.活性炭素繊維(主ctiva凶豆a伽 nEiber;ACF) Adole-A-15 (大阪ガス
株式会社製)および合成般若剤SP206(三菱化成工業株式会社(現三菱化学株式会
16 











[cm3/mol] [ mgll] 
103.57 a) 2180 
123.07 191ω 
96.469 4770 c) 
L-フェニJレアラニン 165.19 33900 
















吸，(f剤 比J<面積細孔容積 細孔直径 平衡到達
[m2fg] [cm3/g] [ nm] 時間
ACF Adolc-A・15a) 1710 0.73 0.88 1 day 








に「活性炭素繊維」あるいは rACFJと称することにする.ここで， Tablc 1.3にす
べての吸着質に対する実験条件を示しておく.
Table 1.3 実験条件
吸着質 吸着剤 液相圧力 w吸光波長
[atm] [nm] 
ニトロベンゼン ACF 1 or 1000 267 
エチルベンゼン ACF 1 or 1000 205.5 
安息香酸 ACF 1 or 1000 226 































~-Va = -RT(等ι) 0.6) 




























冷ー もds=-t</~寸p)r.q (1.5) 










































を平衡吸不7容積 W に換算したうえで，高圧下での純吸{'r質の分f容 VcIを用いて，














































































率(Hatael aL (剖よ 1984b)，溶解状態の芳香族化合物の圧縮本(Saw納町ael aL， 1989) 
などを文献に求めた.また，フィツティングパラメータとして尚庄下における固体




























































































































• 1500 atm iノ'。






























































































































? ??? ? ? ?
この綾和時間を採虫変化がカラム内の少量の溶液の濃度に反映されることになる.九ω=0





















(2.1) 吸着質 溶解度(at308K) uv吸光波長 [nm]
[mg/l] UV1DEC-l 00-m UV-260 
2180 315 267 
496 235 217 
27000 270 320 
Equilibrated: Equilibration 






























































































































































































































































































Vb -l伝ds> 0 








































































¥J I，="竺・ーーー :ー 圃ー ーー ーー -ー









0 εb ε εm 















q" =三九(P;) (3.6) 




いら・1X.1E)に対する平均服者分子容は式(3.6)で計算できる.n =2に対しては，n =1 
とn=2の場合とで式(3.6)の差を計算して.1rtzを得ることができる.吸着羽l内の同所































10-4 ただし.308Kのニトロベンゼンに対してはC= 0.9377. B =17.72 x 10
8 Pa (Hata et aL， 
1984)であり.308K' latmでの分子容には第I章でTable1.1にも示したμ=103.57
(b) 
105 αn3/mol (Daubert釘ldDanner (0.). 1985)を用いた.
l七








































































a =活1it [ -] 
Cb =バルク中の液相漉度 [mgJl] 
C1• =流通)j式吸着装置の入円側溶液漉度 [mgJ/ J 
C。耐 =カラムを通過した出U側溶液程度 [mgJ/l 
C. =溶解l主 [ mgJll 
=分割した吸着相のi番目の微小部分 [ -] 
M =分子抵 [gJmol] 
N =飽和濃度に対応する吸清相の分割数(最大分割数) [ -] 
n =あるバルク湿度に対応する股着相の分割j数 [ -] 
P =圧)) [ atm ] or [ Pa ] 
P =気相における分圧(式(1.η) [Pa 1 
M =吸者相内の圧力差 [ atm ] or[ Pa ] 
P. =飽和燕気圧 [Pa] 
q =吸，(1M [ g/g・a也0めent]or [moVg・adωrbent]
q. =あるバルク濃度に対応する吸着空間内の吸荷量
[ g/g・a伽悦nl]or [moVg剖 sorbent]
R =気体定数 (8.314) [J/(mol . K) ] 
T =絶対温度 [K] 
V O•
' 
=カラムを通過した溶液の体積 [ ml ] = [ crn3 ] 
v =分子容 1 cm3/mol ] 
W =吸訂容積 (第l章) [ cm3/g・adsorbent)




E 綱 =平均吸. t"'1分 f容推算における吸-1"1ポテンシヤJレの上限
[J/mol J 
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0988; 1990 a; 1991).また.パインダを屯極に混入することにより電気低抗の低下と
科世の向上が可能であることを報??している(1990b; 1990 c).同じグループの研究
については既1のほかにも，小型の品作litキャパシタの開発(Nishinoet a[.， 1985; 









の代わりにスルホラン系溶媒を用いた研究例も報告されている(Sanadael aL， 1993)， 
また.Moritaらは992)はエチレンカーボネート.スルホラン， r・フaチJレラクトンの混
合物を溶媒にH]ltるることを試みている.近年では，ハイブリツドカーの実現も視野
に入れた大容量キャパシタ開発の試みを紹介する報告も多く見られるσ加 akaet aL， 



























































































































プ. . . 
，.ー『 平:↓〆へ. に、b、Jo 、 . . . .. 
。』 Aυ~I / . slope of C . . . . . . . . . . . 
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Table 4.1 活性炭素繊維電極の細孔特性 a)
iU極の純知 比衣面積 細孔容積 紺IfLI*(筏
[m2jg] [cm3jg] [ nm] 
GF-7 990 0.33 0.68 
GF・]5 1480 0.64 0.87 



































o 10 20 30 40 
荷重圧[glcm2] 
Fig.4.5 荷重圧と有効静電容量の関係(電極 :GF-20) 
























[F/g] [ mm] 
GF-7 48.0 l.1 
GF-15 43.3 1.5 
























































































































「ー ーー _ー__.J'-四ー 冒ー骨骨ー ーー ーー 、






































GF・7 ピッチ系 990 0.33 0.68 
GF-15 ピッチ系 1480 0.64 0.87 
GF-20 ピッチ系 1890 0.94 1.02 
FT・10 7エ/ー ル樹脂系 1120 0.36 0.64 





















































































































































0.01 mol/L . 。
白
100ト 容 。 . 。
閉 . ロ 聞
HCl LiCl NaCl KCl 
電解質の種類
Fig.5.7 電解質の遣いによる負極静電容量への影響(電












イオン純 棋のイオン 水利イオン 水和数 水和水の
半径 [nm] 、I~任 [nm1 (:t 1) 寿命 Is I 
H30+ 0.28 3 
Li+ 0.068 0.38 5-6 10・9-10・8
Na+ 0.095 0.36 4-5 10・9
K+ 0.133 0.33 3-4 109 


























































































































































































































































-ー =・・"・--dz 日 edz2 (6.4) 
式(6.4)を式(6.2)に代入し，Q=CVを用いて変形すると次式が成りIlつ.
2♀一二」色











? ??? 、 ，
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Q(z，t)-Qn • 4る(_l)n f ，~ .，2 Jr2 t ¥ (211+ l)JrZ 






(6.1) Jω(?と叫=合十 (6.7) 
キャパシタにおける電圧と普屯活気拡の関係をぷす Q=CVを代入し，.1z ， .1t→O 
の極限をとると，式(6.2)が得られる. ただし.
ん=(Q"-Qo)JL=WC(VJVJL
















r--o 1 mol/l 
口 0.01mol/l 





0.2 1.0 1.2 
Table 6.1 活性炭素繊維電極の荷重圧下の単極厚さ
および見かけ密度















































































concentratlOn K+ Cl" H+ Cl" 
0.1 mol/ 0.4898 0.5102 0.8314 0.1686 


























































0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 
tlC [sg/F] 
Fig.6.4 種々の電解質での負極側過渡応答の比較
(電極 :G下20，電解液濃度:1 mol/l) 
Table 6.3 種々の電解質での有効電導度およびバルク中の
電導度(電極 :GF-20，電解液濃度:1 mol/l) 
電解質 χ'e [Q-1m-1] χ'b [Q-1m-I] 
HCl 0.627 33.28 
LiCl 0.633 7.30 
NaCl 0.393 8.58 












0.2 0.3 0.4 
t/C [sgjF J 
Fig.6.5 負極側過渡応答に及ぼす電極の細孔特性および炭素































o GF20 1.02 
ロ GFlS 0.87 
l:. GF7 0.68 
~ FT25 0.81 











































o 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 
t/C [sgjF] 
Fig.6.6 種々の電解質での負極側過渡応答の比較(電極
: GF・20，電解液濃度 :0.01 mol//) 
Table 6.4 種々の電解質での有効電導度およびバルク中の電
導度(電極:GF・20，電解液濃度 :0.01 mol//) 
1ぜ解質 χe [Q lm-l) "b [Q.1 m-l) 
HCl 0.391 0.4111 
LiCl 0.135 0.1073 
NaCl 0.293 0.1185 






o GF20 1.02 
ロGF15 0.87 
~ G円 0.68 
V 円'25 0.81 
10・1





o 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 
t/C [sg!F] 
Fig.6.7 負極側過渡応答に及ぼす電極の細孔特性および炭素
起源の影響 (電解液:0.01 molll -KCI水溶液)
Table 6.5 種々の電極材料を用いたときの有効電導度
(電解液:0.01 mol/I-KCI水溶液)
屯婚の種類 "e [Q-l m 1] χb [Q-1m-1] 
GF・7 0.113 
GF-15 0.565 





























































10 3 102 101 10・1 100 





























































































A = lt極断面に山める液相部分のoi般 [m2 J 
C =キャパシタ全体としてのJ~の静屯容量(第4 t;':) [F/g 1 
C =作m屯極のnの'1t極静屯容は(第5章，部61宮) [F/g J 
Cdil =拡散二重層のみの静電容は [ F/m
2J 
C~ =有効静電容1，t [F/g 1 
C{ = ';u解液中のあるイオン棺iの濃度 ( mol/mJ ] or [ moVIJ 
4 =あるイオン柿iの屯荷中心の屯極表面からの距離 [m] 
F =ファラデ一定数 (9.649X 104) [C/mol ] 
I =過渡応答における発生電流 [A J 
ι =定屯流充放叫における電流(第4章) [A] 
Id =定氾流充放屯における電iJt密度(第4市) [ mA/cm2J 
10 =過渡応答における初期電流 (6.3節) [A J 
=作用電極のある位置zにおける屯流密度 (6.3節) [Nm2) 
L =イ:;fiR圧下の作川屯極の厚さ [mJ 
Q =キャパシタ全体としての苔屯屯気量(第4rx) [C/g J 
Q =作用電極における蓄電電気鼠(第5章，第6草) [C/g J 
R =気体定数 (8.314) [ J/(mol・同l
T =絶対温度 [K] 
=時間 [ s ] 
V =1川被問の屯位X~ (=仇ー。'.) [V] 
W =1E負両極の全現世(第41ま) ( g J 



















l m ] 
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